
 那賀川にほど近い阿南市立大野小学校では、子ども達に那賀川のことをもっと知ってもらおうと、

４年生の総合学習の時間を利用して、「那賀川調査隊」という取り組みを始めています。 

そこで「那賀川調査隊」の子ども達に、まず那賀川への興味を持ってもらおうと、5月26日（火）

に小学校からのご依頼により、出前講座の一環として「水生生物による水質調査」を実施しました。 

プール開きにはまだ早く、多くの子ども達が今年初めてとなる、水の冷たさや、足元の川の流れを

楽しんでいるようでした。 

これからも、那賀川がいつまでもきれいな水でいられるように、地域のみなさまと共に見守ってき

たいと思います。 

写真は、水辺で水生生物を採取しているところです。

「元気な水生生物を、たくさん発見することが出来まし

た。」 や「採取した魚の卵がふ化し大量の稚魚がバケツ

一杯に泳いでいる姿を見て感動しました。」とか「那賀川

の水が、きれいなままでいてほしいです。」 等といった

子供達の意見がありました。

調査の結果をチェックシートに記録します。     

ナガレトビケラ、カワゲラ、ヒラタカゲロウ、    

などのきれいな水に棲む生き物が確認されました。 

そして、観察後は川に戻します。 

 水生生物調査と併せて、簡易水質検査キットに

よる “ｐＨ”と“ＣＯＤ”の水質検査も行い、

那賀川に流れている水がきれいということを、

あらためて実感しました。 




